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論  文  名      李白楽府歌行論 
本論文は、序論 2章、本論 7章（楽府論 3章・歌行論 3章・伝記論 1章）、結論 1章から成る。 
序論第一章「李白文集序の詩人像」は、最古の李白集序文 2篇を考察する。同第二章「楽府と
歌行」は、文学ジャンルとしての「楽府」と「歌行」の定義を定め、李白の作品群を類別する。 
本論第一章「「蜀道難」本事考」は、「蜀道難」の歴代解釈を辿り、「蜀道難」は、その暗示
性によって読者に自身の読みを展開させ、開かれた物語行為に加担させる、特異なディスクール
を拓く、とする。 
第二章「「蜀道難」論に寄せて」は、六朝初唐の同題楽府や、蜀（四川省）をめぐる先行諸文
献に比して、李白「蜀道難」は、持続する文学的記憶としての四川像を内部から崩壊に導き、文
学的記憶を利用しつつそれを消滅させる装置となっていることを、精緻な読解によって示す。 
第三章「謫仙人と呼ばれた李白」は、「蜀道難」を契機に李白が「謫仙人」と称された逸話群
が、人物鑑定をめぐる既存の物語の型に拠ることを指摘し、作者を作品内に見る必要性を述べる。 
第四章「初唐七言歌行と李白」は、李白の七言歌行を、都市を描く初唐の長篇を受け継ぐ群と、
山居に帰る友人を送る反都市的な送別歌行群に分けた上で、前者を分析し、先行作品にある都市
消滅の夢想を超えて、「現在」を充満させる企図を指摘する。 
第五章「生成する李白像」は、前章同様に都市を描く作品群を対象に、第三章に述べた、作品
に内在する李白像を凝視する。古人と「私」が対峙する均質な条件としての「水」辺で、詩人は
再び見出される時間に慰撫され、さらに「襄陽歌」「将進酒」に至って、不滅の偶像「李白」へ
と変貌する。 
第六章「送別歌行の形成と展開」は、山居に帰る友人への送別歌行を取りあげる。李白の送別
歌行は、彼の宮廷への出仕（742年）と放逐（744 年）直後に集中しており、これには唐王朝の
道教政策と科挙政策が関わる、とする。老子を始祖とする唐王朝は、玄宗皇帝（在位 712～756）
が老子を見た等、数々の霊異の記録を持つ。その老子の道の体現者として、科挙政策の一環であ
る隠者推挙が行われ、李白は隠逸挙人として王朝の聖性具現を演出する役割を振られていた、と
みる。李白の送別歌行群が、出仕中・放逐直後・十数年後と、変化するさまを辿る。 
第七章「李白登科考」は、李白の隠逸挙人としての出仕を、多くの文献によって跡づける。 
結論では、以上 9 章がまとめられる。楽府・歌行いずれにおいても、前代の遺産を豊かに受け
継ぎそれらを超えながら、とくに歌行で「唐王朝のイデオロギーに身を染めた自己像」が開示さ
れ、それがいかに変化し、後世いかなる詩人像として定着するか、その跡を克明に辿っており、
作品の読みは精緻である。李白研究に新たな可能性を拓き、斯学の発展に寄与している。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと
認められる。 
 
